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1.オナープログラムとは? English 

ご存知のとおり、SGHとは将来的

に世界で活躍することができる人

を育てるために、文部科学省が

作成したプログラムです。 



私たちの学校、高経附には 

「オナークラス」というクラスが 

あり、今年からSGHのプログラ 

ムはオナークラスを中心に行 

われています。 



私たちは「日本企業の海外戦略」 

について調べるオナープログラム 

を進めており、プログラムは高崎 

経済大学など群馬県内の数大学 

によってサポートされています。 
 



文系 
理系 

積極性 思考力 

判断力 表現力 

学習意欲 

＜オナークラス＞ 
各学年1クラス設置 
           



2.目標 
「自分の考えを持った上で異なる考え方を

受け入れ、共感するとともに、 

その違いを明確にして、議論し、まとめあ

げられる能力」 



アクション 

シンキング 異文化の理解 

チームワーク 

コミュニケーション 

英語力 

リテラシー 

アイデンティティ 



3.本校の活動テーマ 

1学年 
地域   

3学年 
世界 

2学年 
日本 

高崎市内の企業の 
海外進出の現状と課題 

日本の大手企業の 
仕組みと評価方法 

日本企業の海外戦略の 
現状と課題 



(1).1学年のオナープログラム 
① イングリッシュセミナー 

ネイティブ 
スピーカー 

生徒 

会話・ゲーム 



(1).1学年のオナープログラム 
① イングリッシュセミナー 

ワンランク上の英語力・ 
コミュニケーション能力の育成 

異文化に対する関心 



海外進出している 
高崎市内の企業４社 

②-Ⅰ グローバルリレー講話 



様々な角度から己を磨くヒント 

②-Ⅱ グローバルリレー講話 

世界で活躍する社長による 
講義・ディスカッション 



③ 熱血！高校生販売甲子園 

商品の提案や
接客まで 

自分たちで！ 

地域理解 

地域に関する
テーマを設定 

参加者の関心 



(2)2学年のオナープログラム 
①-Ⅰ コラボゼミ 

高崎経済大学経済学部 
平井裕久教授のゼミとの連携 
 (コラボレーション) 



①-Ⅱ コラボゼミ・ストックリーグの流れ 

チームで話し合い → 投資テーマ設定  

→ 中間発表→ 500万円投資(10～20社) 

→ レポート→ 出品 → 最終成果発表会 

大学生と協力して１つ１つこなしていく中で 
自然と身についていきます

株式について知識がなくても・・・ 



①-Ⅲ 企業見学＜東京証券取引所＞ 



② グローバルリレー講話 

経営支援NPOクラブ 
 元社長の講師 

「世界で通用する人間」 
「グローバル化でもたらされ
ること」etc… 

グローバル化の必然性を理解 
世界的な規模で活躍する人間を目指す 



①コラボゼミ 

  

 高崎経済大学経済学部・ 

 矢野修一教授のゼミ生と 

 連携。 

 クラスを６グループに分け…  

 「日本企業の海外戦略」 

 について研究 

 

(3). 3学年のオナープログラム 



①-Ⅰ 円ダービー 

円ダービーとは？ 

５・６・７月末の東京外国 

為替市場の円相場を世界情 

勢踏まえながら論理的に予想。 

 

世界に目を向けるきっかけをつくる 



①-Ⅱ 国内本社訪問 

トップ企業の本社に訪問！ 
 
 
 
 
 

 
 
 
      
 

現場の声 

疑問を解決 



② 海外事業所訪問(希望者) 

〈グローバル展開している 

    高崎市の企業を訪問〉 
 
 

       in 中国深圳 

工場見学 

ディスカッション 



オナープログラムには 
  多くの時間が必要・・・ 

未来の自分自身に 
必ず還元される！！ 

4.まとめ 



「消極的な自分を変えたい。」 胸を張って積極的
になれたとはいえないけれど、オナークラスに入り、
コラボゼミを通して、自分は変われました。 

ここまで歩んでこれたのもチームの皆のおかげだ
と思っています。一人のアイディアでは決して成し
遂げることができませんでした。チーム全員で協
力したからこそ成し遂げることができたのです。 

4-② 先輩たちの声 



アクション 
シンキ 

ング 

チーム 

ワーク 
コミュニ

ケーション 

英語力 リテラシー アイデン
ティティ 

異文化への
理解 

自分の考えを持った上で異なる考えを受け入れ、 
共感するとともに、その違いを明確にして、 
議論しまとめ上げる能力 

オナープログラム 



文化 経済 

政治 
4-③ 活力のある日本であるために 



ご清聴ありがとうございました 
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